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令和６年７月臨時教育委員会会議録 

 日   時  令和６年７月３０日（火） 午後２時００分～午後５時１５分 

 場   所  秦野市役所本庁舎４階議会第一会議室 

 出席委員 
教育長 佐藤 直樹  教育長職務代理者 牛田 洋史 

委 員 飯田 文宏  委 員 小泉 裕子  委 員 内田 晴久 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 五味田 直史 

教育総務課長 三川 辰徳 

教育指導課長 関野 貴之 

教育指導課課長代理 内藤  誠 

教育指導課指導主事 加藤 琢也 

教育総務課課長代理 高田  暁 

教育総務課主査 廣田 達也 

 傍聴者  １８名 

 会議次第 

７ 月 臨 時 教 育 委 員 会 会 議 

 

日 時 令和６年７月３０日（火）  

   午後２時             

場 所 秦野市役所本庁舎４階議会第一会議室 

  

次     第 

 

１ 開 会 

 

２ 議 案 

(1) 議案第１１号 令和７年度に使用する中学校の教科用図書の採択 

について 

(2) 議案第１２号 令和７年度に使用する小学校の教科用図書の採択 

について 

(3) 議案第１３号 令和７年度に使用する学校教育法附則第９条によ 

る教科用図書の採択について 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 

 会議資料  別紙のとおり 
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佐藤教育長 皆さんこんにちは。それでは、ただいまより臨時教育委員会会

議を開催させていただきます。 

先ほど事務局から話がありましたが、定員は１２名ということ

ですが、希望があれば随時入っていただくという、公平公正な採

択にしたいと思いますので、そのような形で進めさせていただき

ます。 

それでは、お手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

今回の会議は、議案第１１号「令和７年度に使用する中学校の

教科用図書の採択について」、続いて議案第１２号「令和７年度

に使用する小学校の教科用図書の採択について」及び議案第１３

号「令和７年度に使用する学校教育法附則第９条による教科用図

書の採択について」の３本となります。 

まず、議案第１１号「令和７年度に使用する中学校の教科用図

書の採択について」、提案理由の説明を事務局からお願いします。 

 教育指導課長 それでは、議案第１１号「令和７年度に使用する中学校の教科

用図書の採択について」の御説明をいたします。 

本議案は、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律第１３条第１項の規定により、令和７年度に使用する中学校の

教科用図書を採択していただく提案をするものでございます。 

本年５月の定例教育委員会会議で議決していただきました採択

基本方針に従って秦野市教科用図書採択検討委員会を設置し、採

択に向けた調査・検討を行いました。 

この検討委員会は、第１回を５月１５日に開催し、調査・研究

の進め方などについて協議をいたしました。第２回は７月１日に

開催いたしまして、調査員からの教科用図書の調査・研究結果の

報告を受け、令和７年度に中学校で使用する教科用図書について

の検討を行いました。この検討結果については、報告書として教

育委員会に提出され、教育委員の皆様にもお渡しさせていただき

ました。 

本日の会議では、まず、採択検討委員会の検討結果報告を御報

告申し上げます。その後、協議の上、１６種目それぞれ１者の教

科用図書を採択していただきたいと思っております。 

以上です。 

佐藤教育長 今回は、教科用図書の採択に当たりまして、教育委員会宛ての

陳情書が１件、それから、意見書や要望書が３件提出されており

まして、全て定例教育委員会会議において取り扱っております。

また、議会等でも様々な御意見、御質問等をいただいております

が、その都度、教育委員会会議にきちんと報告させていただいて、
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本日を迎えております。 

それでは、採択の進め方ですが、まず、中学校で使用する教科

用図書について種目ごとに事務局より説明を行い、それを受けて

教育委員の皆様で協議をしていただきまして、その後、記名によ

る投票を行いまして、得票数が一番多かったものに決定する、こ

ういう方法で進めていきたいと思いますが、いかがでしょうか。

よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 では、委員の皆様には既に全ての教科書をよく御覧になってい

ただいております。各種目について採択すべきとお考えの教科書

を決めておられると思います。６月上旬ですか、それから２か月

に渡って１４０冊以上の教科書全てに目を通していただきまし

た。本当に大変なエネルギーだったと思います。秦野の子どもた

ちということですが、もう既にその中で熟考していただいている

と思いますが、事務局の説明を聞いた上で、意見交換、議論をし

ていただいて、投票で決定したいと思います。 

なお、票が割れた場合、最も多い得票でも過半数を超える３票

までに至らなかった場合は、再度の意見交換、議論をしていただ

き、再投票という形になります。 

たくさん見てきていただいておりますが、種類が多いですから、

お手元にもうありますが、特に社会科は会社の数が多いです。そ

れから、事務局の周辺には教科書を用意してございますので、そ

の都度、御希望があれば、お手元にとって最終確認できるような

形を整えております。そのような形で進めていきたいと思います

が、よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 それでは、投票することになりましたので、立会人を指名した

いと思います。牛田教育長職務代理に立会人をお願いしたいと思

いますが、いかがですか。よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 それでは、牛田委員に立ち会いをお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

また、全ての種目が完了した時点で第１１号議案をお諮りし、

議決することにしたいと思います。そういった形でよろしいです

か。 

―異議なし― 

佐藤教育長 それでは、種目が多いものですから、早速議事に入りたいと思

います。 
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最初に、中学校の国語から審議をいたします。 

 教育指導課長 国語についてお願いいたします。 

国語は、発行者が４者になります。 

教科用図書採択検討委員会の報告書では、次のような意見がご

ざいました。 

東京書籍は、広がる言葉、語彙力を高めることに注力している。 

三省堂は、巻末に幅広いジャンルの本が紹介されている。 

教育出版は、教材の前後に導入とまとめの説明があり、教材研

究の参考となる。 

光村図書は、幅広い読み物が充実していて、子どもたちの読書

活動の充実を図りやすい。 

以上です。 

佐藤教育長 以上で説明が終わりました。御意見、御質問等ありましたらお

願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

牛田委員 それでは、私は、東京書籍についてまず触れたいと思います。

東京書籍は、どの学年も教科開きとして、「未来への扉」とか、

あるいは教科書の使い方が記載されていて、それが学習の道しる

べになっているなという感想を持っています。あと、各単元の最

後に手引や文法の説明などが記載されているのも、学習しやすい

のではないか、そんな印象を持ちました。 

それと、資料編の「中学生におすすめの本」や「手紙の書き方」、

古典の文法やデジタルコンテンツなどが、とても学習を進める上

にとって有効に作用していくのではないか、そんな印象を持ちま

した。 

以上です。 

佐藤教育長 ほかはいかがでしょうか。 

飯田委員 私は、光村図書についてですが、巻末に「語彙ブック」という

ものがあるのですけれども、これが生徒たちの話す力、そして表

現力を身につけるのに役に立つのではないかと思いました。 

それと、各教科書会社が様々な本を紹介しているのですね。子

どもたちが少しでも本に親しみやすいように構成していられるの

かなというところも感じられます。その中でも東京書籍は、「読

書への招待」、そして「読書案内」、こういうものから、特に本

に親しむための工夫がされているのではないかという感想を持ち

ました。 

以上です。 

小泉委員 東京書籍は、各単元のはじめに吹き出しで書かれているめあて

があって、子どもたち目線で書かれているのかなという感じがし
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て、分かりやすいなと思いました。また、単元ごとの扉のところ

に写真や詩、俳句や短歌などが載っていて、国語的要素が強いな

と感じました。 

東京書籍と光村図書は、ビブリオバトルやポップづくり、読書

会、ブックトークなどの読書後の活用方法が載っていて、良いと

思いました。 

あと、光村図書の語彙ブック、先ほど飯田委員からもありまし

たけれども、話す力への表現力を身につけるのにいいなと思いま

した。 

以上です。 

佐藤教育長 光村図書と東京書籍の教科書ありますか。ちょっと持ってきて

もらえますか。 

東京書籍だと「本との付き合い方」という形になるのですかね。 

秦野市としては読書活動を推進していますので、やはり子ども

の読書離れを改善していくことは非常に大きなポイントだと思っ

ています。子どもたちが本に親しむための工夫ということで、先

ほどのビブリオバトル、ポップづくり、小泉委員からも話が出ま

したが、そういったものにつながるのが大変大事かと思います。 

ほかはいかがでしょうか。 

内田委員 どの会社も本当によくできていると思うのですけれども、私の

印象では、光村図書ですが、「学びの扉」とか「学びのカギ」、

小さいことかもしれませんが、そんなもので学びの方法が非常に

具体的に記されているので、生徒や子どもたちにとって分かりや

すいつくりになっているのではないかと思いました。 

また、一方で三省堂も、例えば３年生の教科書の中には、これ

から大事になってくると思います著作権と引用といったようなこ

と、その他に、これは光村図書にもあると思いますが、ネット情

報の扱い方とかに触れていただいていて、これもこれからの子ど

もたちが社会で生きていく上では有用な要素になっているかなと

いう印象はありました。 

以上です。 

佐藤教育長 教科横断的な学習という点で言うと、そういった視点も大事だ

と思います。 

一通り御意見をいただいたのですが、特にプラスでございます

か。よろしいですか。 

それでは、ありがとうございました。よろしければ、早速投票

に移りたいと思いますが、事務局、大丈夫ですか。 

では、投票の準備をお願いいたします。 
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―投票・開票― 

佐藤教育長 では、結果をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を御報告いたします。 

牛田教育長職務代理「東京書籍」、飯田委員「光村図書」、小

泉委員「東京書籍」、内田委員「光村図書」、佐藤教育長「光村

図書」。 

国語につきましては、光村図書が３票、東京書籍が２票、以上

です。 

佐藤教育長 ただいまの結果のとおり、光村図書が３票、東京書籍２票。 

それでは、開票の結果、中学校国語につきましては、光村図書

で決定いたしました。 

それでは、続いて中学校書写についての審議を行います。事務

局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 書写の発行者は４者となります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

東京書籍の「生活に広げよう」では、職場体験のお礼状を書く

など、実際の学校生活で役に立つ教材が設定されている。 

三省堂の「やってみよう」では、太いフェルトペンの使い方な

ど、身近な生活に役立つ基本的な所作を学べる工夫がある。 

教育出版では、書く速さを意識したり文字の形やバランスを意

識したりする項目があり、美しく速く文字を書けるようになるた

めの工夫がされている。 

光村図書は、著名人の字を例示しながら、手書きの文字を自分

らしい文字と捉え、自信を持って学習していけるように工夫され

ている。 

各者、書くことの技能を学ぶだけでなく、子どもたちが考えな

がら書字を学べるように工夫がされている。 

以上です。 

佐藤教育長 説明が終わりました。御意見、御質問等ありましたらお願いい

たします。 

内田委員 書写ですけれども、私の印象では、東京書籍が、文字の移り変

わりや現代につながる文字の役割など文字を学習するに当たって

の背景が記載されているので、学びが深まっていくのではないか

という印象があります。 

もちろん、光村図書にも「文字の歴史を探る」というのがあっ

て、書写なので、文字を書くということですけれども、歴史的な、

時間的な流れが扱われているのがいいなという印象を持った次第

であります。 
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佐藤教育長 他はいかがでしょうか。 

小泉委員 各者、文字の中心がとりやすくなるような工夫がされていて、

教育出版と東京書籍の場合は、中心線が書かれていて分かりやす

いと感じました。 

それと、筆運びの補助線が東京出版と東京書籍はしっかり入っ

ているのがいいなと思いました。 

飯田委員 どの教科書にも姿勢と筆の握り方が載っていたのですね。その

辺ですけれども、姿勢については東京書籍、これは正面からの紹

介があって、分かりやすいのかなという感じを受けました。 

あと、光村図書ですけれども、左手用の毛筆用具の準備の仕方

などが記載されていまして、左利きのお子さんのことを考慮して

いられるのかなと思って、いいなと思いました。 

以上です。 

佐藤教育長 本当に隅々までよく見ていただき、ありがとうございます。 

他はいかがですか。 

牛田委員 各者、とてもよく内容が整理されていて、学びやすい編集にな

っているなという感想を持ちました。 

教育出版についてですが、書写のポイントがとてもよく整理さ

れている、そんな感想を持ったのですが、ただ、生徒がこの教科

書を机の上に置くことを考えたときに、少し判型が大きいのかな

ということが気になりました。 

また、東京書籍の「生活に広げよう」というところでは、実際

の生活の場面を想定して、そして、実生活の中でも活用できるよ

うな工夫がされていたこと、それから、光村図書は、別冊の「書

写ブック」が練習帳として活用できるのが、それぞれ利点かな、

そんな印象を持ちました。 

佐藤教育長 他はいかがですか。 

小泉委員 東京書籍の「書写活用ブック」、それから、光村図書の「中学

生のための漢字辞典」の中に「人名用漢字表」が入っていて、現

在、色々な名前のお子さんがいらっしゃるので、その読み方とか、

自分の名前を書くときに、それが参考になるかなと思いました。 

佐藤教育長 それでは、特に他はいかがですか。よろしいですか。 

よろしければ投票に移りたいと思いますが、投票に移ってもよ

ろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 それでは、書写についての投票を行います。 

事務局、投票用紙の配付をお願いします。 

―投票・開票― 
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佐藤教育長 それでは、投票結果の報告をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「光村図書」、飯田委員「光村図書」、小

泉委員「教育出版」、内田委員「東京書籍」、佐藤教育長「光村

図書」。 

書写につきましては、光村図書が３票、教育出版が１票、東京

書籍が１票、以上です。 

佐藤教育長 光村図書が３票で、教育出版が１票、東京書籍１票ですから、

開票の結果、中学校の書写につきましては、光村図書に決定いた

しました。 

続いて、中学校社会科・地理的分野についての審議を行います。

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 社会科・地理的分野の発行者は４者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

東京書籍は、現在のルールを続けることで３０年後、４０年後

にどのような変化が生まれるかなど、予測しながら学ぶ工夫がさ

れている。 

教育出版は、地理の他のページや公民、歴史との関連が示され

ており、教科横断的な学びにつなげていくための工夫がされてい

た。 

帝国書院は、章や節ごとに学習を通じての課題が提示されてお

り、その課題に対しての具体的な取組方や考え方が書かれている。 

日本文教出版は、ＳＤＧｓの視点から持続可能な地域を学ぶな

ど、生徒が地域の視点から未来を考える工夫がされている。 

以上です。 

佐藤教育長 以上、説明が終わりました。御意見、御質問等ございましたら

お願いいたします。 

牛田委員 地理的分野ですが、４つの教科書会社をよく拝見させていただ

きました。とてもよく編集されていて、地理的な思考を広めたり

深めたりしていく、そういった工夫がされているなといった印象

を持ちましたが、私は、帝国書院について触れていきたいと思い

ます。 

帝国書院は、巻頭の最初の１０ページ、ここのところがとても

充実していたな、そんな印象を持ったのですね。あと、ＳＤＧｓ

との関連とか、あるいは教科書を活用した学び方、地理的な見方、

考え方、地図を活用した学び方、こういった内容のページ構成が

とてもよくできているな、そんな印象を持ちました。 

ただ１点だけちょっと気になったのが、帝国書院には、巻末に
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用語解説がなかったと、私はそのように感じたので、そこはちょ

っと気になりました。 

以上です。 

佐藤教育長 冒頭に少しお話ししたのですが、社会科については冊数が多い

ですから、お手元に教科書を用意してありますので、適宜御覧い

ただきまして、御意見をいただければと思います。 

今、牛田委員から、帝国書院には用語解説がないということだ

ったのですが、今ちょっと見てみましたら、巻末に確かにまとめ

て記載されているということはなかったですね。ただ、ページご

とに用語解説がその都度出ているので、そこは確認できたという

ことで、私も意見として述べたいと思います。 

他はいかがですか。 

飯田委員 私は、まず、地理と地図の教科書を両方発行しているのが、東

京書籍、そして帝国書院ですか。授業を進める上で、地理の教科

書と地図の教科書は一緒のほうがいいのではないかと思います。 

帝国書院は、写真が多く掲載されて大変分かりやすいように感

じました。 

また、東京書籍は、「資料から発見」、これで子どもたちが資

料を読み取る力や考える力、そして説明する力をつけるのには良

いのかなという印象を受けました。 

以上です。 

佐藤教育長 本当に、どの教科書もすごく秀逸な教科書だなと私も思ってい

ます。 

他はいかがですか。 

小泉委員 私も、教科書会社が本当に研究されて、素晴らしい教科書ばか

りでなかなか甲乙つけ難いので頭が痛いのですけれども、地理に

ついては、東京書籍と帝国書院ですが、両者とも、世界の様子、

様々な地域について見たときに、教科書の左半分とか上半分に写

真が大きめに掲載されていて、とても有効的に活用できるかと思

いました。 

それから、東京書籍は、同時進行で計画、調査、まとめを行っ

ていけるような配列になっていて、学習の流れが分かりやすいと

思いました。 

内田委員 各委員の方々がおっしゃるとおりのことだと私も感じておりま

す。本当に、細かいところになってしまうかもしれませんけれど

も、私の思ったところは、帝国書院の、地図帳の統計資料の見方、

例を示しながら書かれているところがとてもいいかと思いまし

た。あと、エネルギーと地球環境問題の特に温暖化のところ、こ
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こは今すごく、異常気象なども考えると、これからもっと大事な

ものになってくるのではないかと思うのですが、帝国書院は４ペ

ージぐらいを割いて書かれていて、温暖化の原因や影響、効果ガ

スの排出量を減らす取組とか、非常に詳細に書かれているのは良

い印象を持った次第です。 

佐藤教育長 すみません、今、私も教科書に見入ってしまって。単元の見通

しとか振り返りの活動が示されているのは、本日の朝刊で全国学

力・学習状況調査の結果分析等がありましたけれども、やはり見

通しとか振り返りの活動が示されているのは大事ですし、資料が

豊富であること、教科書と地図帳の相互関係という御意見もいた

だきましたけれども、そのあたりもポイントになってくるかと思

います。 

あと、今、私が見入っていたのは、写真が非常にワイドな、今

までの平面的な写真でなくて立体的な工夫がされているのだなと

思っています。 

他はいかがですか。 

小泉委員 どの教科書にも地方の特色ある写真が掲載されていましたけれ

ども、帝国書院は、学習内容が世界から日本に移ったときに、地

図が最初に掲載されていて、次に地方ごとの特色ある写真が掲載

されていました。それがとても見やすくて、次にどの地方を学習

するのかが頭の中に最初に入るので良いなと思いました。 

佐藤教育長 構造化ということなのでしょうね。 

それでは、時間もありますので、よろしければ投票に移りたい

と思いますが、よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 それでは、社会科、投票用紙の配付をお願いします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 それでは、投票結果をお願いいたします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「帝国書院」、飯田委員「帝国書院」、小

泉委員「帝国書院」、内田委員「帝国書院」、佐藤教育長「帝国

書院」。 

社会科・地理的分野につきましては、帝国書院５票、以上です。 

佐藤教育長 帝国書院５票ということで、地理的分野につきましては、帝国

書院に決定いたしました。 

続きまして、中学校社会科・歴史的分野についての審議を行い

ます。事務局から説明をお願いいたします。 

 教育指導課長 社会科・歴史的分野の発行者は９者です。 
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採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

東京書籍は、思考ツールが示されており、生徒がどう考えを深

めていくのか、その課程について触れられている。 

教育出版は、ビジュアル資料が豊富にあり、視覚的に学習内容

を捉えていく工夫がある。 

帝国書院は、具体的なテーマを示していて、生徒の学び合いが

実践できるよう工夫されている。 

山川出版は、日本の歴史と世界の出来事を関連付けて学べるよ

う工夫されている。 

日本文教出版では、社会参画や未来をつくっていく意識付けを

していく工夫がされている。 

自由社では、一言作文があり、生徒自身が学習を振り返り、学

びを調整し表現していけるようにしている。 

育鵬社では、学びを深めるために、年表や資料から時代像をま

とめていけるように構成されている。 

学び舎について、判型が他者と比較して大きい特徴があり、学

習のまとめを記述するスペースが用意されている。 

令和書籍は、他者と比較すると、巻末を含めると５００ページ

を超える文書量となっていて、詳細な記述が多くある。 

以上です。 

佐藤教育長 それでは、いかがでしょうか。 

内田委員 歴史についてですが、どれも見せていただいて、私の印象では、

帝国書院が、時代区分ごとに学習する内容とかエリア、写真など

の資料が見やすいというのでしょうか、それから、解説とか豆知

識が記されているコラムがあって、全体のバランスもよくできて

いて、歴史的な流れがはっきりしていて、子どもたちが分かりや

すいのかなという印象です。 

飯田委員 歴史については、秦野にゆかりがある二宮尊徳を取り上げてい

る教科書が教育出版、育鵬社、自由社、この３者がありました。

その中でも育鵬社は、人物クローズアップで「積小為大」を説明

されていたのが、ちょっと目に留まりました。 

あと、歴史の流れ、そして先人の活躍について、小学校からの

振り返りも含めて生徒が考えることができて良いのかなという印

象を受けました。 

以上です。 

佐藤教育長 他はいかがでしょうか。 

小泉委員 帝国書院の「タイムトラベル」という当時の様子を見開きの絵

で表現しているものがありました。写真では分からない細かいと
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ころまで目が行く仕組みになっていて、それが良いなと思いまし

た。それを、さらに「学習の振り返り」で、その絵を再度提示し

て、学習の流れをつくっているところは、とてもいいなと思いま

した。 

それから、日本文教出版と東京書籍と帝国書院は、ページの右

端に年表が入っていて、生徒が今どの時代について学習している

のかが分かりやすくなっていて、良いなという印象を受けました。 

牛田委員 私も、今、小泉委員が指摘された帝国書院の内容と重なるとこ

ろがあるのですが、帝国書院の「タイムトラベル」、本当にこれ

は面白いなと思いました。また、奇数ページ、これも今、小泉委

員が触れられていましたけれども、奇数ページに時代区分が記載

されていて、生徒が今どの時代を学習しているのかということが

わかるようになっているのが、とてもいいなと、そんな感想を持

ちました。加えて、帝国書院の工夫点として、「確認しよう」と

か「説明しよう」というのがセットになっていたのですね。これ

らが、学習を進めていく上でのポイントにもなるのではないかと

感じたところです。 

最後に、細かいことですが、最後の索引が人名とその事項、事

柄に分かれていたのが、検索しやすいのではないかという印象を

持ちました。 

以上です。 

佐藤教育長 私も、全ての教科書に当然目を通して、色々長所を感じました

けれども、教育委員会では思考力を高める、思考ツールというも

のを取り入れていまして、教科書の中に思考ツールが位置づけら

れているのが帝国書院だと。これは特徴的かなと思いました。 

あと、教育出版も、グラフなどが多くて見やすい、振り返り、

めあて、その辺りの全体的なバランスには好感を持てました。 

他はよろしいですか。冊数も多いのでなかなか大変だと思いま

すが。 

では、他になければ投票に移りますけれども、よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 それでは、投票に移りたいと思います。 

投票用紙の配付をお願いします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 それでは、結果の報告をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を御報告いたします。 

牛田教育長職務代理「帝国書院」、飯田委員「育鵬社」、小泉

委員「帝国書院」、内田委員「帝国書院」、佐藤教育長「教育出
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版」。 

社会科・歴史的分野につきましては、帝国書院３票、育鵬社１

票、教育出版１票、以上です。 

佐藤教育長 それでは、歴史につきましては、帝国書院３票、育鵬社１票、

東京出版１票ということで、歴史分野については、帝国書院とい

うことでよろしいですね。 

それでは、続いて、社会科の公民的分野について審議を行いま

す。事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 社会科・公民的分野の発行者は６者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

東京書籍では、小中学校のつながりを大切にした構成になって

いる。 

教育出版では、ＳＤＧｓの視点を持って、これからの世の中に

ついて考える工夫がある。 

帝国書院と日本文教出版では、イラストや漫画が効果的に活用

されており、視覚的に理解を促す工夫がされている。 

日本文教出版では、法教育、主権者教育、金融リテラシー教育

の題材を自分の生活や身近な生活と結びつけながら学べるように

内容が構成されている。 

自由社では、世界の様子を色々なところに入れている。 

育鵬社では、公民を地理、歴史との関連を意識できる構成にな

っている。 

以上です。 

佐藤教育長 以上、説明でございます。御意見、御質問等ありましたらお願

いします。 

牛田委員 それぞれの教科書を拝見させていただいて、本当に公民的分野

を学習するにふさわしい内容がよく整理されているなというよう

な感想を持ちました。その中で、私は、教育出版と帝国書院、そ

れから日本文教出版について感想を述べたいと思います。 

まずは、教育出版の表紙の副題に「ともに生きる」というよう

なことが書いてあったのですね。この副題に非常に私はインパク

トを感じたのですね。「ともに生きる」、まさに公民的分野を学

習していくにふさわしい副題ではないか、そんな印象を持ってい

ます。また、序章では、公民を学ぶスタートとして本当によく工

夫されていて、学習のポイントが整理されていました。 

また、帝国書院ですが、こちらは、「アクティブ公民」という

のがあって、とても取り組みやすくて、各章の「学習を振り返ろ

う」も、とても分かりやすくて、子どもたちも学習しやすいので
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はないか、そんな感想を持ちました。 

最後に、日本文教出版ですが、こちらは、用語集の憲法が、憲

法の内容については当然変わりないのですが、とても読みやすく

感じたのですね。それと、最後の用語解説もとても分かりやすく

て、子どもたちがとても学習しやすいのではないか、利用しやす

いのではないか、そんな感想を持ちました。 

以上です。 

飯田委員 生徒にとって、公民って何を学ぶのかなというのがあると思い

ます。各者、公民では何を学ぶのかというのが記載されているの

ですけれども、その中で、育鵬社の教科書に概念図が記載されて

いることで、公民の学習内容がわかりやすくなっているのかなと

いうのがあります。 

それと、各者、ＳＤＧｓについて触れているのですが、中でも

東京書籍は、教科書の最後の方にこのＳＤＧｓが記載されていま

して、「ＳＤＧｓから地球規模の課題について考えよう」とある

のですが、今まで公民について勉強してきたことが、ＳＤＧｓの

目標にどう当てはまるのかを学習した後に考えることができて、

その辺がいいのかなと私は感じました。 

以上です。 

佐藤教育長 他いかがですか。 

小泉委員 私は、東京書籍についてちょっとお話をしようかと思っていま

す。 

教科書の冒頭で、公民で学ぶ内容について写真や文で紹介され

ていますけれども、各者色々工夫はされていたのですが、これか

ら学んでいくことが焦点化されていて分かりやすく感じました。

それから、「１８歳へのステップ」では、公民について自分事と

して捉えて、より具体的にこれからの社会にどう役立てていけた

らいいのかなというような表記が、分かりやすく書かれていたか

なと思います。 

佐藤教育長 他いかがでしょうか。 

内田委員 公民は、社会との関わりを学ぶ教科として非常に大事だと思う

のですけれども、また、ちょっとエネルギーのことに触れてしま

うのですが、環境のことを考えると、エネルギーのところをしっ

かり学んでもらうのは大事なことだなと思っていて、東京書籍も

エネルギーのところを色々とまとめられているのですが、私の印

象では、帝国書院が、エネルギーとして、例えば水素エネルギー

などが扱われていたり、あと、前後のつながりとして、グローバ

ル化社会、色々な社会問題との関係をうまくまとめられていて、
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非常にいい印象を持った次第であります。 

佐藤教育長 専門がエネルギーですから、やはりそこは大事なことで。 

私は、東京書籍の単元の振り返り、見通しですか、先ほどもち

ょっと他の教科書でも言ったのですが、若い先生方が増えている

ので、テーマがはっきりしていて学習しやすいのではないかとい

うことと、主権者教育というのが今言われていますので、どの教

科書も皆さん、その辺について深く触れてはいるのですけれども、

東京書籍が一番使いやすいかなという印象は持ちました。 

それでは、他はいかがでしょうか。よろしいですか。 

一通り御意見をいただきましたので、では、投票に行きましょ

う。投票用紙をお願いします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 それでは、結果をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「教育出版」、飯田委員「東京書籍」、小

泉委員「東京書籍」、内田委員「帝国書院」、佐藤教育長「東京

書籍」。 

社会科・公民的分野につきましては、東京書籍３票、帝国書院

１票、教育出版１票、以上です。 

佐藤教育長 それでは、開票の結果、東京書籍３票ですので、公民的分野は、

東京書籍に決定します。 

続いて、中学校の地図について審議を行います。事務局から説

明をお願いします。 

 教育指導課長 地図の発行者は２者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

帝国書院は、小学校の学習や歴史、公民分野との関連が図られ

ており、学びをつなげていく工夫がされている。また、世界地図

の州の全体図で日本の縮尺図が示されており、身近な生活と関連

付けしやすい。 

東京書籍では、京都市、奈良市などの市内地図があることで、

同方面への修学旅行が予定されている学校にとっては、学びを深

めるための活用が見込まれる。また、日本の自然や災害に関する

資料が整理されている。 

以上です。 

佐藤教育長 以上で説明が終わりました。御質問、御意見等ありましたらお

願いします。 

内田委員 地図は２者ということですけれども、私は、帝国書院の地図の

方が、配色もはっきりしていていいのと、国際的な感覚、グロー
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バル化に対しての意識を養っていく上で、例えば３５ページ、  

３６ページに日本列島を逆から見た地図がありますね。これはな

かなかいいなと、思った次第であります。 

佐藤教育長 このページですね。そうでしょうね。 

私も同じ帝国書院ですが、Ａ５判ということで、見やすさとい

うのは非常に大きいなと思いましたけれども。 

他いかがですか。 

小泉委員 帝国書院については、世界から日本に移るときに、沖縄、九州

からいきなり始まるのではなくて、一旦、日本全国の地図を掲載

しておいて、次に日本と入っているところがいいなと思いました。 

それから、帝国書院は、鳥瞰図の中にその土地柄の特色をイラ

ストで散りばめてあったので、それは子どもたちに分かりやすい

と思いました。 

佐藤教育長 他はいかがでしょうか。 

飯田委員 ２つの出版社とも要所、要所に問いがあります。東京書籍では、

ミツバチーズというキャラクターなのかな、こういうものが登場

してきて問いかける記載があります。 

それと、帝国書院についても、「地図で発見」という箇所が、

たしか１４８か所の問いかけがあったと思います。子どもたちに

は、「地図で発見」という、こちらの方が良いのではないかと私

は感じております。調べながら答えを見つけていく、そのような

力を養っていくのには良いのかなという感想を持ちました。 

以上です。 

佐藤教育長 他はいかがでしょうか。 

牛田委員 皆さんの意見の中でも、帝国書院がとても見やすいというよう

な感想が、今それぞれの委員からもあったのですが、私もちょっ

とそんな印象を持ったのですね。 

帝国書院は、地図上の文字とか絵図がとても見やすいなという

ことと、それからあと、世界や日本の統計表、グラフ、こういっ

たところ、それから索引の文字も非常にはっきり、くっきりして

いて、クリアで見やすいな、そんな印象を持ったのですね。 

それと、同じく帝国書院ですが、巻頭にある「この地図帳の使

い方」とか「地図で考える接続可能な社会」というような視点か

ら、要は、地図上からも課題意識を持って社会的な思考を深めて

いく、広めていく、そんな構成になっているのではないか、そん

な印象を持ちました。 

以上です。 

佐藤教育長 他はいかがでしょうか。よろしいですか。 
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一通りいただきましたので、よろしければ投票に移りたいと思

います。よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 では、投票用紙をお願いいたします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 それでは、結果の報告をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「帝国書院」、飯田委員「帝国書院」、小

泉委員「帝国書院」、内田委員「帝国書院」、佐藤教育長「帝国

書院」。 

中学校地図につきましては、帝国書院５票、以上です。 

佐藤教育長 それでは、開票の結果、中学校の地図については、帝国書院５

票ですので、帝国書院に決定します。 

続いて、中学校数学について審議を行います。事務局から説明

をお願いします。 

 教育指導課長 数学の発行者は７者です。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

東京書籍、大日本図書、教育出版では、その題材が社会ではど

のように活用されているのかという視点で、単元の動機付けが構

成されている。 

大日本図書では、内容構成をコンパクトにしつつ、巻末の補充

問題を豊富に掲載することで、生徒が自身の習熟度に合わせて学

びを深めていける工夫がされている。 

学校図書の各章末にある自己評価欄は、学習の視点を明確にし

て振り返りができるようになっている。 

啓林館では、ステップ方式の利用問題において、学びを深める

例が示されており、数学が得意な児童にも配慮したつくりになっ

ている。 

日本文教出版の巻末にある「対話シート」は、生徒が考えを表

現するための補助となることに加え、ノートに貼れるサイズにな

っているため、ノート活用のためのツールとしても生かすことが

できる。 

数研出版では、生徒と先生の会話が掲載されており、生徒が困

ったときには先生に相談してもよいという安心感を持って学習を

しやすい工夫がされている。 

以上です。 

佐藤教育長 以上、説明がありました。御意見、御質問等がありましたらお

願いしたいと思います。 
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牛田委員 数学の教科書をそれぞれ拝見させていただいて、今、事務局か

らそれぞれの採択委員会からの話がありました。私も同じような

感想を持っているのですが、その中でも、私はここでは東京書籍

について触れていきたいと思います。 

東京書籍は、各章の最初の扉のページというのがあるのですけ

れども、そのページが非常に数学的な興味や関心を子どもたちに

持たせていくような工夫、この辺がとても面白いなと、そんな感

想を持ったのですね。それと、「考えてみよう」「調べてみよう」

「説明してみよう」の問いかけがとても分かりやすくて、簡潔で

あったように思っています。また、ページレイアウトの絵図も、

配置がとても見やすくて、そして、最後にちょっと私、ここがい

いなと思ったのは、巻末の「もっと数学をつなげよう」というま

とめ、それから、確かめや振り返り、最後の学習の締めくくりと

しての「数学の自由研究」、このところのページもとても充実し

ていて、数学的な興味や関心を持たせていくための工夫がよくで

きているのではないか、そんな感想を持ちました。 

飯田委員 私は、数学については、将来、数学がどんな仕事に役に立つの

かというのが何者かで取り上げられていました。その中でも教育

出版の「数学仕事人」がいいなと感じました。数学の魅力、そし

て、数学が将来どのような仕事に役立つのかが紹介されていて、

子どもたちにも何か伝わるものがあるのかなと思いました。 

そしてまた、数学って、やはり振り返りが大事なのかなと思っ

ているのですが、その振り返りについては、各者、本当に色々と

工夫されていました。中でも日本文教出版では、「振り返りシー

ト」が別冊になっていて、切り取って使うことができていいのか

なという印象を受けました。 

以上です。 

佐藤教育長 他の方はいかがでしょうか。 

小泉委員 私は、啓林館、章の導入から学習に入るところが、スムーズさ

があるかなと思いました。「話し合おう」「説明しよう」では、

答えが次のページに書かれているのがいいなと思いました。子ど

もたちが、いきなり答えを見るのではなく、考えて、考えて、そ

して、ページをめくると答えがあるというのがいいなと思いまし

た。 

それと、１年生の教科書だと思うのですけれども、１からマイ

ナス４大きい数とか、２よりマイナス３小さい数などを説明する

ときに、他者は、数直線を最初の方から使っていらしたのですけ

れども、啓林館は言葉で説明してあったような感じがして、ちょ
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っと他者と違うのかなという印象を持ちました。そのことは、子

どもたちにわかりやすいのではないだろうかという思いがありま

す。 

内田委員 今、数学の力が落ちてきているみたいなことがあって、これか

らの日本の将来を考えると、数学の力、理系の基礎的な力をつけ

ていくことが大きな課題だと思いますが、子どもたちから見て、

数学嫌いにならないように、取っ付きやすいような教科書がいい

のだろうと思うのですけれども、そんなことを考えながら、私が

思ったのは、さっき牛田委員が言われたように、東京書籍のとこ

ろが、割と紙面の構成が見やすくて使いやすいのではないかとは

ちょっと思いました。 

また、図形なども含めて視覚的に理解を深める手だてとなって

いるのではないかということと、あと、巻末にデジタルコンテン

ツが記載されていて、授業の補助的な役割と自習でも役に立つ可

能性があるのではないかと思った次第です。 

佐藤教育長 全国学力・学習状況調査の分析でも、非常に数学が変わってい

るなという印象がありましたね。それと、私は、不登校の子ども

も残念ながら増えているので、家でも別室でも取り組むことがで

きるというのも１つ魅力なのかなと思っています。ですから、他

の教科書との比較になってしまうのですけれども、数研出版も面

白い、興味深いなと。非常に説明が丁寧で１人でも理解が深めら

れる、先生との対話形式のものなどもあって、これも良かったか

なと私は思いました。でも、どの者も本当によく作り込んでいる

なというのが印象です。 

他にはいかがですか。よろしいですか。 

では、投票に早速行きましょう。お願いいたします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 それでは、結果の報告をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「東京書籍」、飯田委員「教育出版」、小

泉委員「啓林館」、内田委員「東京書籍」、佐藤教育長「数研出

版」。 

数学につきましては、東京書籍２票、教育出版１票、啓林館１

票、数研出版１票、以上です。 

佐藤教育長 東京書籍が２票、教育出版１票、啓林館１票、数研出版１票と

いうことですから、これははじめに確認したとおり、再投票とい

うことでいいですか、事務局。 

これは、再投票する場合、もう一回やって、また過半数とれな
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いともう一回やるということになるのですね。 

それでは、東京書籍の教科書と啓林館の教科書を、もし良かっ

たら持ってきてもらえると。委員の皆さんに配っていただいても

構いませんけれども。 

どうでしょうか。改めて見てみますか。 

何か御意見ありますか。 

１回決めたものをここで変えるというのは、かなり時間がかか

るかもしれませんね。 

よろしいですか。もう一度投票ということで、今、各委員の皆

様からいただいた意見も踏まえてということになります。大分熟

考してきていただいたものの変更というのは難しいと思いますけ

れども、再度投票ということになりますので。私としても、現場

の先生方にとって使いやすい教科書がベストだと思っていますけ

れども、ただ、その一方で、本市も決して全国学力・学習状況調

査の平均正答率が高い訳ではないです。平均にまだ達していない

ところもありますので、その辺りをどう捉えるかという部分を私

は斟酌したいと思っています。 

それでは、よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 では、もう一度、特に御意見がなければ再投票ということで。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 よろしいですか。では、お願いいたします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「東京書籍」、飯田委員「教育出版」、小

泉委員「啓林館」、内田委員「東京書籍」、佐藤教育長「東京書

籍」。 

数学につきましては、東京書籍３票、教育出版１票、啓林館１

票、以上です。 

佐藤教育長 それでは、再投票の結果、中学校数学については、東京書籍に

決定しました。 

続いて、中学校理科についての審議を行います。説明をお願い

します。 

 教育指導課長 理科の発行者は５者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

東京書籍では、学習する前の段階で自分の考えを書く活動が設

定されており、生徒が自分の考えを持って主体的に学習を進めて

いけるように工夫されている。 

大日本図書では、日常生活と学習内容とのつながりを３つの観
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点で扱っており、生徒が理科の日常生活を関連付けて学習できる

ような工夫がされている。 

学校図書では、学習の区切りごとに課題のまとめや、そこから

考えられる見方、考え方が表されており、一つ一つの学習の中で

何を身につけることができるか分かりやすい構成になっている。 

教育出版では、「探究の進め方」が折り込みページになってお

り、生徒がいつでも確認できるので、学習をスムーズに進めるこ

とができる。 

啓林館では、単元の導入で小学校の学習内容が例示されている

ところがあり、小中の学びをつなぎやすいように工夫されている。 

以上です。 

佐藤教育長 それでは、御意見、御質問等ありましたらお願いします。 

小泉委員 啓林館の「わたしのレポート」では、レポートに書く内容につ

いてアドバイスが赤い字で具体的に書かれているのが、子どもた

ちに分かりやすいかと思いました。学習活動では、課題、実験の

前に「考えてみよう」が入っていて、子どもたちが、自分なりに

仮説を立ててから実験に入るような工夫がされているなと思いま

した。また、単元ごとに「探Ｑシート」が１枚ずつ付いているの

で、学習を深める手だてになるのではないかと思います。 

飯田委員 各出版社が色々な問題を出していまして、基本問題があって活

用問題、そういう出版社が結構多いのですけれども、その中で教

育出版は、基本問題、活用問題、その後に「広がる科学の世界」

というものがあって、内容を見てみると、ちょっと踏み込んだ題

材を紹介していて、子どもたちの考え方が広がっていくのかなと

思いました。 

それと、地層について各者比べてみたのですが、地層には限ら

ずですけれども、啓林館は、写真などの情報量が多くて分かりや

すいのかなという印象を受けました。 

以上です。 

佐藤教育長 啓林館は地層ですね。情報量ということでした。 

牛田委員、いかがですか。 

牛田委員 私は、教育出版と啓林館について感想を述べたいと思います。 

理科というのは、思考課程、学習課程がとても重要ではないか

と思います。そういった部分においては、学習の流れがしっかり

と生徒目線で整理されているという印象を教育出版には持ったの

ですね。というのは、疑問、それから課題、仮説、そして計画、

実験、考察、結論、こういう流れが、私は理科的な思考を深めて

いく、興味を持たせながら結論に導いていくという学習の流れが
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適切に配置されているのではないかという印象を持ったのです

ね。あと、学習を進めやすいページ構成と単元構成、この辺もい

いなという印象を持ちました。 

もう１つ、啓林館ですが、ここは、目次がとても丁寧に紹介さ

れていて、目次を見るだけで何か興味をそそられるような印象を

持ったのですね。あと、目次を見ることによって、１年間の学習

の見通し、この辺のところも立てやすくなっているのではないか、

そんな工夫があるのではないかということ。あと、絵図がとても

きれいだったのですね。私はそういう印象を持ちました。 

最後に、啓林館は、各学年の巻末コラムと「サイエンス資料」

がまたとてもよく工夫されていて、見やすくて、子どもの理科的

な興味や関心を高めていく、そんな題材になっているような印象

を持ちました。 

佐藤教育長 やはり私も子どもたちの目を引くという点で、図と文字のバラ

ンスなどが大事だなと思って見ていましたけれども。 

他はいかがですか。 

内田委員 度々ですみません。ちょっとエネルギーも重なってしまうので

すけれども、再生可能エネルギーとか持続可能性社会の観点で考

えると、教育出版の３年生のエネルギー試験のところですが、こ

この記述がよく書けていると思いました。 

また、東京書籍は、持続可能社会の記述がすごくよくまとまっ

ていて、いい印象です。 

あと、教育出版は、文字による説明がしっかりしているなと。

今、牛田委員が言われたことですけれども。 

一方、理科離れではないですが、理科を好きになってほしいと

いう観点から考えると、例えば啓林館の絵とか写真が多く使われ

ていて見やすいというのが、やはりそれぞれに魅力かなと感じま

した。中でも物質系では、身近な話題も多く扱われているという

ことで、子どもたちが、身近で取り付きやすい教科書になってい

るのではないかと思った次第です。 

佐藤教育長 それでは、他に何かございますか。 

小泉委員 私としては、よく分からないので悩んでいるところではあるの

ですけれども、教育出版などは、「課題」と表示されていて、色々

教科書の内容があって、最後に「結論」という形で結論が書かれ

ています。 

啓林館は、その他もそうなのですけれども、「課題」があって、

本文があって、本文の中で子どもたちが読み取っていく形になっ

ていたのかなと思っていて、どちらが子どもたちにとって学びや
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すいのか、また、先生方にとって、子どもたちに情報を上手に伝

えられるのかなと思いながら悩んでいるところではあります。 

佐藤教育長 御専門の内田委員、その辺りはどうですか。 

内田委員 大事ですよね。いわゆる教室で先生が指導されるときに、あら

かじめ具体的に結論がどうなっていくのかというところが出てい

ると、どちらかというと理科が暗記型みたいな形になってしまう。

一方で、やはりこれからは、もっと自分で見て、判断して、経験

したことを踏まえて考えていくというのが、特に中学生の段階で

は、ちょうど理科離れが始まるような段階とも言われているので

すね。そういったところで、結論がオープンな形になっていって、

そこでどう考えていくのかという流れに持っていくのが、とても

大事なところかとは思います。 

佐藤教育長 その辺り、子どもたちのワクワク感を引き出すということにな

るのでしょうね。 

他はいかがですか。 

牛田委員 今、内田委員から理科離れということを心配されている中で、

やはり中学校の理科教育では、教科書をどのように利用して、使

って、子どもたちの理科的な思考あるいは興味や関心を持たせて

いくのかというのは、私もとても大事なことだと思います。 

また、そういった中で、理科的な学習をどういう思考課程で進

めていったらいいのかということを考えていったときに、また先

ほどの話の繰り返しになってしまうのですが、教育出版と啓林館

について少し感想を述べたいと思います。 

教育出版は、先ほどもちょっと話をさせてもらいましたけれど

も、疑問から結論への道筋への配列、導き方が非常にうまく整理

されているなという印象を持ったのですね。 

あと、啓林館は、自分で考えながら学習の振り返りをしてまと

めへと引っ張っていく。このところが、教育出版と少し流れが違

うのかなという感想を持ったのです。 

どちらがいいかというのはなかなか難しいところですけれど

も、現場の先生にしてみたら、どちらの方が授業を組み立てやす

いのかということと、あわせて、子どもたちにとって理科的な思

考を深めていく、あるいは広げていくためには、どちらの手法を

取ったらいいのかというところが、１つ選択として難しいところ

かな、そんな感想を持ちました。 

佐藤教育長 本当に難しいですよね。小泉委員も先ほど迷っていられるとい

うことですけれども、よろしいですか、この辺で。 

では、投票に行きましょうか。お願いします。 
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―投票・開票― 

佐藤教育長 では、結果の報告をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「啓林館」、飯田委員「啓林館」、小泉委

員「啓林館」、内田委員「啓林館」、佐藤教育長「教育出版」。 

中学校理科につきましては、啓林館４票、教育出版１票、以上

です。 

佐藤教育長 啓林館４票、教育出版１票ですので、中学校理科につきまして

は、啓林館ということで決定しました。 

続いて、中学校音楽について審議を行います。事務局から説明

をお願いします。 

 教育指導課長 音楽・一般の発行者は２者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

教育出版では、ＳＤＧｓとの関連を全学年で取り扱っており、

社会的な課題と音楽を関連付けられるように工夫されている。 

教育芸術社では、生徒に馴染みのある著名人からのメッセージ

や国内外の豊富なポピュラーミュージックを掲載して、生徒の興

味・関心を引き立てるような工夫がされている。 

以上です。 

佐藤教育長 以上、説明がありました。御意見、御質問等ありましたらお願

いします。 

内田委員 私が拝見させていただいた中では、教育芸術社の教科書では、

各単元の中に、それから３年生の教科書では巻末に、オペラや歌

舞伎などについて、音楽の歴史、時間的な流れの視点が記載され

ていたと思います。それから、３年生の教科書の巻末には、上段

が日本、下段が西洋の音楽の歴史という年表になっていて、写真

などを使いながら分かりやすくまとめられていたのではないかと

いう印象です。 

佐藤教育長 他はいかがでしょうか。 

小泉委員 私も両方比べさせていただいて、甲乙つけ難くて悩んでおりま

すけれども、教育出版社のところでちょっといいなと思ったのは、

指揮について書かれていて、１年生のときには単純な指揮がちょ

っと掲載されていて、２・３年になると、今度、曲に合わせた指

揮という形で紹介されていたので、そこが変化を持たせていてい

いなと思いました。 

それから、言葉リズムで抑揚を生かした表現しようというとこ

ろで、「ＣＭソングをつくってみよう」というような内容があり

ました。こういう言葉かけは、子どもたちにとって身近にあるの
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で、音楽に興味を持って曲づくりなどをしてもらえるのかなと思

いました。 

飯田委員 音楽２者ということですけれども、教育芸術社ですが、これに

は、ルールを守って音楽を楽しむという著作権についても書かれ

ていたところなのですね。今、子どもたちが色々な音楽等をダウ

ンロードしたりするときに、著作権について少しでも知っていた

方がいいのかなと思いました。 

あと、両者とも「君が代」が最後の方に記載されていました。

教育出版の方は「さざれ石」の紹介もあったりして、さざれ石が

どんな石なのか、子どもたちに知ってもらうためには良いのかな、

そんな感想を受けました。 

以上です。 

佐藤教育長 他はいかがでしょうか。 

牛田委員 私も２者拝見させていただきました。なかなか専門的な視点か

らのコメントというのは難しいので、感想ということで述べさせ

ていただきたいと思います。 

まず、教育芸術社は、巻末に「音楽の約束」というところがあ

りまして、これがとてもよく整理されているなという印象を持っ

たのですね。 

あと、教育芸術社は、私がまず好印象だったのは、表紙のイラ

ストがとても躍動感があって、何か青春を感じさせるような表紙

で、音楽の授業を楽しく学べそうな感想も持ったのですね。 

本当に専門的な視点からの感想ではないのですが、レベルの低

いコメントかもしれませんが、そんな印象を持ったということで

す。 

私は、音楽の教科書の採択に当たって大事なことは、授業を通

じて子どもたちに何を歌わせたいのか、あるいは何を鑑賞させた

いのか、あるいはどんな楽器を子どもたちに使わせたいのかとい

う現場の先生方の思いもあると思うのですね。ですので、そうい

ったところも採択に当たっては大切にしていく必要があるのでは

ないか、そんな印象を持ちました。 

佐藤教育長 そうですね、私は、教育芸術社が、子どもたちが興味を持ちそ

うな今どきの歌が結構入っていたかなと、それがすごく印象に残

っていました。私も音楽は専門外ですので印象になってしまうの

ですけれども。 

また、各者のコンテンツの中で二次元コードというのは、現場

の先生方がどのぐらい使いこなせているのかなとちょっと気には

なるところで、やはり教科書の質が非常に高くなっていますから、



 26 

これを上手に使いこなすことが非常に大きな課題だと感じていま

す。 

内田委員 二次元コード、ＱＲコードですね、これは他の教科でもたくさ

んあるものとないものとがあって、私も全部、可能な限り見るよ

うにしたのですけれども、あるからいいとか、ないからだめだと

いうのではなくて、ＱＲコードを見ても、逆に中を見ていくと、

非常に充実したものもあれば、まだまだ未完成のものもあります。

特に音楽などは、ＱＲコードで音が聞けるとか、そういう使い方

もできると思うのですが、一方で、今、教育長が言われたように、

現場の先生方がどういう場面でどのように使っていくのかがなか

なか定まっていない状況があって、本当にこれが今、ＱＲコード

があるからいいのかどうかというのは、難しい判断材料かなと 

ちょっと思ったところではあります。 

佐藤教育長 ＱＲコードの中身については、今回は対象にしないという話で

したね。その辺、今、内田委員が言われたような懸念もあると思

いますけれども。 

いかがでしょうか。一通り御意見をいただいたのでよろしいで

すか。 

よろしければ、投票に移りたいと思います。お願いします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 では、報告をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「教育芸術社」、飯田委員「教育出版」、

小泉委員「教育出版」、内田委員「教育芸術社」、佐藤教育長「教

育芸術社」。 

音楽につきましては、教育芸術社３票、教育出版２票、以上で

す。 

佐藤教育長 それでは、開票の結果、中学校音楽につきましては、教育芸術

社に、３票ということで決定しました。 

続いて、中学校音楽・器楽合奏についての審議を行います。説

明をお願いします。 

 教育指導課長 音楽・器楽合奏の発行者は２者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

教育出版では、取り扱う楽器が演奏方法で種類分けされており、

同種類の楽器でも西洋と東洋の楽器で比較することができる。 

教育芸術社では、巻末に演奏形態や楽器の特徴によって７つに

分類した表が掲載されており、世界では多様な楽器が存在してい

ることを知るきっかけとなる。 
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以上です。 

佐藤教育長 それでは、御意見、御質問等ございましたらお願いします。 

飯田委員 器楽も２者ということですが、２者ともが色々な楽器の取り扱

いの説明があります。その中でもギターですけれども、ギターコ

ードについて、教育出版は写真でコードの押さえ方が載っていて、

教育芸術社の方はイラストでしたので、写真の方が子どもたちに

とっては分かりやすいのかなという印象を受けました。 

以上です。 

佐藤教育長 私は、やはりセットの方が混乱しないと思いますけどね。 

他はいかがですか。 

牛田委員 私も今、教育長がお話しされたとおり、音楽の教科書が教育芸

術社と今決定しましたので、やはり器楽の教科書もセットで、対

にして考えたほうがいいのかなという感想を持っています。 

加えて、先ほどの教科書の紹介のときのコメントと重なるので

すが、教育芸術社の表紙から音楽の楽しさが伝わってくるのです

ね。ですので、その辺のところも教育芸術社の良いところかな、

そんな感想を持ちました。 

佐藤教育長 やはり子どもたちが表紙から受ける印象というのは、ある意味

大きいと思いますね。現場の先生たちにとって、音楽と器楽が違

うというのは、かなり混乱するのではないかと懸念しますけれど

も。でも、別々に採択しなければいけないということもあります

が、いかがですか。 

内田委員 器楽のところを先生がどのように使われるかということもある

かと思いますけれども、やはり音楽の教科書と一緒の方がいいの

かなというのは、私も同感です。あと、表紙は本当に同感ですね。

楽器の絵が並んでいるだけなのか、あるいはもっとダイナミック

な絵がというのは、本当に取っ付きやすさがあるかもしれないで

すね。そんなところです。 

佐藤教育長 私がそう言ってしまったのでね。必ずしもセットにしなければ

いけないということではないですから、そこはちょっと確認して

おきたいと思います。 

他はいかがですか。 

小泉委員 今、皆さんから、できればセットがいいけれどもというお話が

ありましたけれども、私は、教育出版の楽器の写真の口元とか手

元、その辺の扱いがすごく細かく見られるように写真が大きくさ

れていたところが、すごくいいなと感じたのですね。 

それから、巻末にある「レッツプレイ」とか「レッツトライ」

で、両者とも色々な曲をたくさん載せていらしたのですけれども、
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特に教育出版の方は、日本の曲が多く取り上げられていたかなと

いう印象を持ちました。 

セットでという話もありますけれども、私の見せていただいた

感想で、すみません。 

佐藤教育長 その辺、やはり難しいですね。現実路線でいくのか。ただ、何

度も言うようですけれども、それぞれの教科書の内容を見ていた

だいて、その上で判断していただくということは変わりありませ

んので、その辺、再確認させていただきます。 

それでは、早速ですけれども、投票に移りたいと思います。よ

ろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 では、お願いします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 では、お願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「教育芸術社」、飯田委員「教育出版」、

小泉委員「教育出版」、内田委員「教育芸術社」、佐藤教育長「教

育芸術社」。 

音楽・器楽合奏につきましては、教育芸術社３票、教育出版２

票、以上です。 

佐藤教育長 開票の結果、中学校音楽・器楽合奏については、教育芸術社３

票ということですので、教育芸術社に決定いたしました。 

続いて、中学校美術についての審議を行います。事務局から説

明をお願いします。 

 教育指導課長 美術の発行者は３者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

開隆堂では、表紙に他者と異なるインクを使用しており、手で

触って作品の質感を感じられる工夫がされている。また、紙面の

紙質は反射の少ない素材が使用されている。 

光村図書は、日本絵画を掲載したページで和紙を使用しており、

当時の作品の雰囲気や質感が想像しやすくなるように工夫されて

いる。 

日本文教出版の教科書が３冊で構成されていることは、学年ご

との区切りが生徒にとって分かりやすい。また、鑑賞と表現を見

開きページで構成しているので、それぞれの学びを関連付けて学

習を進めやすい。 

以上です。 

佐藤教育長 以上、説明がありました。御意見、御質問ありましたらお願い
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します。 

牛田委員 ３者それぞれ特色があって楽しい芸術科の授業が展開できるか

な、そんな印象を持ちました。その中で、私がここで触れてみた

いのは、日本文教出版なのですね。 

日本文教出版の教科書を拝見させてもらったのですけれども、

まず印象を持ったのは、全体的に絵や写真が多くて、とても色彩

が明るいなという感想を持ったのですね。それから、絵や写真な

どの配置も、それぞれのページ構成がとても見やすくて、子ども

たちも引きつけられやすいな、そんな感想を持ちました。また、

最後に、巻末ですが、「学びを支える資料」がとても充実してい

て、説明も丁寧だなという印象を持ちました。あと、これが分冊

になっているので、軽くて扱いやすいのかなというところも利点

かなということです。 

最後に、日本文教出版の３年生ですが、「あなたへ－明日への

巣立ち」というのが最終学年ということであるのですが、ここに

私はとても良い印象と言ったらいいのかな、好感を持ちました。

最後の美術科の授業の締めくくりとしてのページとして、とても

好感を持ちました。「あなたへ－明日への巣立ち」というページ

ですね。 

以上です。 

佐藤教育長 明るい構成というのは非常に大事だと思います。ただ、学校に

よっては、資料集を買っている学校もあると記憶していますので、

資料集が付いているのは１つ魅力的だなと思いますけれども。 

牛田委員 もう１者の光村図書、こちらにも触れておきたいと思います。 

光村図書の別冊の資料も、とても資料が丁寧にまとまっていて、

学習しやすい、そんな印象を持ちましたので、ちょっと加えて紹

介させてください。 

内田委員 私の印象では、開隆堂の教科書が、色が明るくて色彩がいいの

と、何といっても表紙に特色があって、立体印刷になっていて油

絵のようなところ、美術の教科書としては非常にいいのかなと思

いました。 

あと、最近の中学生ですので、漫画という切り口も大切なのか

なと思いました。そういった意味では、光村図書が、漫画表現が

非常に詳しく扱われていたのではないかと思います。 

以上です。 

佐藤教育長 漫画ですね。本当に文化ですからね。 

いかがでしょうか、他には。 

小泉委員 今おっしゃるように、漫画等もあちこちに掲載されていて、そ
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の漫画等も比べてみたのですけれども、やはり各者色々と工夫さ

れていて、いいなと思いました。 

あとは、子どもたちの作品に、子どもたちの言葉、制作者の言

葉辺りも添えられていて、それもどの者もあったので、三者三様、

いいところがたくさんあって、美術についても私の中ではなかな

か決めかねたところでした。 

その中でも開隆堂が、ＳＤＧｓを分かりやすく紹介していて、

著作権についても紹介されていたなと思います。 

それから、光村図書については、日本の絵画の紙質を変えて綴

じ込んでいるところに、やはり工夫を感じました。別冊の資料集

があるのも良いなと思いました。 

日本文教出版は、短い時間でつくれる作品の紹介とか、作品の

修復などについても触れられていたのが、ちょっと他者とは違う

なと感じました。 

飯田委員 この教科書の３者ですが、私の印象としては、どの教科書も本

当にきれいで、色々な資料がたくさんあって、そして、どの教科

書会社も、教科書の紙面構成が本当によくできているなという印

象でした。中でも光村図書は、たしか紙の材質を変えている資料

があったと思いました。その辺がちょっと工夫を感じました。 

あと、資料に関してですが、私が３者見た中では、開隆堂が一

番充実しているのかなという印象ですね。 

佐藤教育長 開隆堂は、本当に色のバランスがいいと思いますし、光村図書

は、先ほど小泉委員が、日本の絵画の紙質を変えているとおっし

ゃられていましたね。そういった工夫もありますし、本当に甲乙

つけ難いところだと思います。 

他はいかがですか。よろしいですか。 

それでは、投票に行きたいと思います。よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 お願いします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 それでは、結果をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「日本文教出版」、飯田委員「開隆堂」、

小泉委員「開隆堂」、内田委員「開隆堂」、佐藤教育長「光村図

書」。 

美術につきましては、開隆堂３票、日本文教出版１票、光村図

書１票、以上です。 

佐藤教育長 開隆堂３票、日本文教出版１票、光村図書１票ですので、美術
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につきましては、開隆堂に決定します。 

続いて、保健体育ですね。お願いします。 

 教育指導課長 保健体育の発行者は４者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

東京書籍では、巻末スキルブックの内容が充実していると同時

に、見やすく整理されている。 

大日本図書では、章末に学習のまとめとして重要な言葉がまと

められている。また、「学びを生かそう」を通して、学習したこ

とを今後の実生活に生かせるように工夫されている。 

大修館、「野外スポーツと危険」では、川の危険の項目で、秦

野に関する記述が一部あり、生徒が身近な生活とつなげて安全な

生活について学べる。 

各者ページ構成に規則性があり見やすいが、特に学研では、単

元体系が必ず左ページに記載されているので、今、何を学習して

いるのかを把握しやすい。 

以上です。 

佐藤教育長 説明が終わりました。それでは、御意見ございましたお願いし

ます。 

内田委員 いずれもいい教科書だと思うのですが、大修館の教科書は、先

生が話題づくりに最もやりやすいという意味では、秦野の水無川

の写真があるように、使いやすいのではないかと思います。あと、

人体の構造のところで、人間の筋肉が掲載されているところ、筋

肉の名前だけでなく、その働き、機能みたいなものの説明が添え

られているところ、あと、キーワードが５０いくつも付いていた

りとか、気象災害に関しても４ページぐらい扱っているというよ

うに、非常によくできているのではないかという印象です。 

佐藤教育長 他はいかがでしょうか。 

小泉委員 最近のこの暑さに、熱中症について書かれているのはどんな感

じかと思って比べてみたのですけれども、大修館と大日本図書は、

予防も含めてしっかり書かれているなと思いました。大修館は、

章のはじめに学ぶことや学習の学びについて記載されていて、見

開きのページに写真がたくさん載っていたのですが、学ぶ内容が

イメージしやすいのかなと感じました。 

佐藤教育長 他はいかがでしょうか。 

飯田委員 私も大修館なのですが、「野外スポーツの危険と対策」という

ので、先ほど採択検討委員会の報告の中にもありました。そして

また、先ほど内田委員も触れられたということで、水無川が取り

上げられている。それと、大修館は、「感染と病原体」というと
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ころで、新型コロナ感染症の症状、そして潜伏期間などが詳しく

載っていたので、子どもたちがこれから勉強する上で、新型コロ

ナが少し下火になってきたと言いながらも、まだまだ子どもたち

に知っておいてほしいなという思いがあります。 

以上です。 

佐藤教育長 他にいかがでしょうか。 

牛田委員 私も、東京書籍、大日本図書、大修館について感想を簡単です

が述べたいと思います。 

まず、東京書籍は、全体を通じて単元体系が必ず左ページにあ

って、とても見やすいなということ、それが１点と、２点目は、

性に関すること、それから自然災害、最近も東北地方で線状降水

帯でしょうか、大雨で大きな被害を受けた地域もあるようですが、

自然災害に関すること、あとはドラッグ、薬物に関すること、そ

の辺のことがしっかり記載されているなというのが、東京書籍の

教科書を見て感じました。 

大日本図書については、１つ、私にインパクトがあったのは、

心肺蘇生法の手順や写真。学校でも、救命救急ができずに不幸な

事故が発生したということを耳にすることがあります。そういっ

た意味においては、心肺蘇生というのはとても大事な学習ではな

いかと思うのですね。その辺のところの手順とか写真が詳しく紹

介されていて、なおかつ、分かりやすいなと感じたのが大日本図

書でした。 

最後に、大修館は、神奈川県あるいは秦野のことが写真で紹介

されていること、身近なところで学習への親しみやすさを感じる

ような、そんな印象を持ったのですね。それと加えて、大修館は、

章ごとのまとめがドリル形式になっていたので、とても学習の振

り返りをしやすい、まとめがしやすいのではないかと。 

それぞれ特色があって、なかなか甲乙つけ難いのですが、それ

ぞれそんな印象を持ちました。 

佐藤教育長 どれも本当によくつくられていて、さっきの小泉委員の話では

ないですけれども、選ぶのが難しいですね。 

そうは言ってもいられないので、投票しましょう。お願いしま

す。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 それでは、お願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「大修館」、飯田委員「大修館」、小泉委

員「大修館」、内田委員「大修館」、佐藤教育長「大修館」。 



 33 

保健体育につきましては、大修館５票、以上です。 

佐藤教育長 それでは、開票の結果、保健体育につきましては、大修館に決

定します。 

続きまして、中学校技術について審議を行います。事務局、お

願いします。 

 教育指導課長 技術の発行者は３者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

中学校から学び始める分野であるため、各者、ガイダンスが丁

寧に設定されている。 

東京書籍では、巻末の総合的な問題解決に関する内容が充実し

ている。また、情報に関する取り扱いが、他者と比較して多い。 

教育図書では、章ごとにある問題発見から学びの振り返りまで

の流れがわかりやすい。 

開隆堂は、ガイダンスでコンピューターやスマートフォンの扱

い方に関するページがあり、学習で使用する際の留意点や実生活

における注意点について取り上げている。 

以上です。 

佐藤教育長 それでは、御意見等はございますか。 

内田委員 技術分野は、日本の将来にとって非常に重要な分野だと思うの

ですね。特に総合的な問題解決の手法は、東京書籍は、巻末では

ありますけれども、１つの技術だけでは、色々な問題解決するた

めには難しいと思うのですね。色々なものを組み合わせていくと

か、そういう総合的な力はすごく大事なことになってくるのでは

ないかと思います。そういった意味で、例えば材料と加工、生物

育成、エネルギー変換あるいは情報技術を統合応用した技術製品

が取り上げられています。ここのところが非常に特色があって、

これからの問題解決をしていくような教材としては、学習した技

術を関連させながら問題解決について学ぶことができるようにな

っているのではないかと思いました。 

あと、「すごいぞ技術」といったところでは、データサイエン

スやメタバースなど、言語に関する事例も記載されていて、とて

もいいなと私は思いました。 

佐藤教育長 小泉委員、今うなずいていられましたけれども、いかがですか。 

小泉委員 私も今お話を聞いていて、色々な技術とかその他諸々が組み合

わさってできていくというところで、納得したところです。 

私は、東京書籍には、各編の終わりに「未来のテクノロジー」

「学習のまとめ」とか「すごいぞ技術」などの記載するページが

あって、その学習の流れもいいなと思いました。それと、先ほど
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出ていましたけれども、問題解決例がたくさん記載されていて、

ヒントも加えられているので、子どもが取り組みやすいように感

じました。「学んだことを社会に生かす」では、日本人が開発し、

実用化した技術について記載されていて、子どもたちが技術を学

ぶ意欲を高めることにつながるのではないかと思いました。 

佐藤教育長 失礼しました。専門家がもう１人いらっしゃって。飯田委員、

すみません、ぜひお願いします。 

飯田委員 東京書籍は私も、それと開隆堂ですね。この２者は、木材につ

いて、各工程が写真を掲載しながら作業項目ごとにすごく見やす

いレイアウトになっていまして、この２者は大変分かりやすいの

かなと思いました。 

また、東京書籍は、製図で３Ｄキャドのソフトウェアを使って

モデルを作成するという手順が記載されているのですが、これが、

子どもたちにも大変分かりやすいのかなという感想を持ちまし

た。 

以上です。 

牛田委員 私も教育図書と開隆堂について感想を述べたいと思うのです

が、どうしても技術科の教科書となると、絵図とか写真、ここが

とても重要ではないかと思うのですね。絵図や写真を見るだけで

学習の内容が分かると言ったらいいのか、そういうレイアウト、

それから、文章を読まなくても何を伝えたいのかという学習のポ

イントの解説が伝わってくる、どうしても私はページレイアウト

とかページ構成とか絵図の配置とか、そんなところに目が行って

しまうのですが、そういったところから少し感想を述べたいので

す。 

教育図書は、各ページ、写真とか想定、絵図の配列が、規則性

があってとても見やすいのではないか、そんな印象。あと、別冊

の「スキルアシスト」は、解説の要点が非常にコンパクトにまと

まっていて、とても見やすくて役に立ちそうだな、そんな印象を

持ちました。 

あと、開隆堂も、同じように写真とか絵図の配列がよくて、ペ

ージレイアウトも規則性があって見やすいな、そんな感想を持っ

たのと、いま一つ、開隆堂は、情報の関係もしっかりわかりやす

く、丁寧に紹介されているのではないか、そんな印象を持ちまし

た。 

佐藤教育長 私も以前、半年ぐらい技術・家庭科の教員をやっていたことが

ありまして、牛田委員が言われることはすごくよく理解できます

けれどもね。 
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他はいかがですか。よろしいですか。 

では、投票に行きましょう。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 それでは、投票結果をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「開隆堂」、飯田委員「東京書籍」、小泉

委員「東京書籍」、内田委員「東京書籍」、佐藤教育長「東京書

籍」。 

技術につきましては、東京書籍４票、開隆堂１票、以上です。 

佐藤教育長 それでは、開票の結果、中学校技術につきましては、東京書籍

４票ですので、東京書籍に決定します。 

続いて、家庭科ですね。家庭科についての審議をお願いします。

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 家庭の発行者は３者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

東京書籍で取り上げている家庭内事故について、イラストから

連想する活動は、より安全に住生活を営むことや想像力を働かせ

て日々の生活を送ることにもつながる。 

防災袋について各者で取り扱っているが、教育図書では、自分

で大きさを決めるような構成になっているので、実際の場面を想

定して生徒が考えることにつながる。 

開隆堂では、調理実習例と関連させた「調理方法Ｑ＆Ａ」があ

り、調理科学と関連付けて生活の営みに関わる見方、考え方を働

かせられるように工夫されている。 

以上です。 

佐藤教育長 以上で説明終わりましたが、御意見、御質問等ございましたら

お願いします。 

小泉委員 家庭科は、調理実習の写真がどこもとてもきれいで、おいしそ

うに見えるなという感じがしましたけれども、他者でも大きく分

かりやすく載せてあるところがあったのですが、東京書籍の場合、

流れが分かりやすいというのは他の出版社も同じなのですが、同

時進行で付け合わせみたいな、合わせ例も時間を追って同時進行

でできるような段取りを取られているのが、見やすくていいなと

思いました。 

それから、ちょっと細かいことを言うのですけれども、ハーフ

パンツのつくり方が開隆堂と東京書籍に載っていたのですが、東

京書籍の方は、片方の足にもう片方を重ねて中表で縫っていく形

がとられていて、開隆堂の方は、脇を先に縫った後、股下を縫っ
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ていくという形で書かれていました。両方ともそんなに大差はな

いのですけれども、私としては、重ねて縫ったほうが分かりやす

いかと思いました。 

飯田委員 今、小泉委員から調理の流れとか手順の話がありましたけれど

も、どの出版社も調理時間が掲載されていました。その中でも開

隆堂は、教科書の上部に時間が細かく掲載されていて、分かりや

すいのかなという感じを受けました。 

それと、家族・家庭について紹介されているページが各会社あ

るのですが、その中でも、開隆堂は、「ヤングケアラーの声」が

掲載されていまして、子どもたちがヤングケアラーについて詳し

く知る機会になるのかなという感想を持ちました。 

以上です。 

佐藤教育長 他はいかがでしょうか。 

牛田委員 私は、東京書籍と開隆堂について感想を述べたいと思いますが、

今、小泉委員からハーフパンツのつくり方の紹介がありましたけ

れども、そういった細かい視点からのコメントはなかなかできな

くて恐縮ですが、東京書籍が、私は、最初のページの「家庭分野

のガイダンス」というのがありまして、ここのところがとても分

かりやすくて、自分の生活に置き換えて考えることができる、年

間の学習の見通しを立てることができるのではないか、そんな印

象を持ったのですね。あと、各編の終わりに記載されているので

すが、「学習のまとめ」というのも、とても要点が押さえられて

いて分かりやすいな、そんな印象を持ちました。 

開隆堂は、これは本当に見た目というところでの感想で恐縮で

すが、全体的に写真を大きく使っているのではないかと。そして、

ページの紙面構成がとてもシンプルで、統一性とか規則性があっ

てとても見やすいな、そんな印象を持ちました。 

簡単ですが、そんな感想でした。 

佐藤教育長 ちょっと先に意見を言ってしまいますけれども、私は、東京書

籍の２１ページで、「アニメとか漫画などに見る暮らしの例」と

いうのは、なかなかこれ、先生方は話がしにくいところなのです

が、ダイバーシティとか多様性という点でいうと、こういった家

族の新しいあり方について学ぶことも重要なのかなと。それが、

実際の漫画とか映画とか、そういうものをうまく使っているなと

いう感じはしました。 

他はいかがですか。 

内田委員 家庭科ですけれども、教育図書が、一番最後のところに色々な

マークを取り上げていて、巻末のところに説明もあって非常にい
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いなと思ったりしました。 

あと、全体の構成ですけれども、東京書籍は幼児の生活と家族

というのを、最後のところでもう一回扱うような流れになってい

ますね。子どもたちが学習していくときのことを考えると、全体

の流れとしては東京書籍の構成がいいのではないかというのが私

の印象です。 

佐藤教育長 本当に家庭科の学習範囲は非常に広くなってきているなという

印象ですね。 

他はいかがですか。よろしいですか。 

では、早速投票に行きましょう。お願いします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 では、お願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「東京書籍」、飯田委員「開隆堂」、小泉

委員「東京書籍」、内田委員「東京書籍」、佐藤教育長「東京書

籍」。 

家庭につきましては、東京書籍４票、開隆堂１票、以上です。 

佐藤教育長 東京書籍４票、開隆堂１票ということですので、中学校の家庭

科につきましては、開票の結果、東京書籍に決定します。 

続いて、中学校英語についての審議を行います。事務局から説

明をお願いします。 

 教育指導課長 英語の発行者は６者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

各者、小学校の学びとつなげる工夫がされており、特に、東京

書籍では、小学校の内容を場面に当てはめて復習できるように工

夫がされている。 

開隆堂では、新出表現が漫画形式で示されているので、生徒に

とって興味が湧きやすく、使用場面や状況のイメージを持ちやす

い効果が期待できる。 

三省堂では、身近な場面や状況で使われる自然な英語が設定さ

れているので、実際のコミュニケーションに近い活動を行いやす

い。 

各者系統立てて学べるような構成がされているが、教育出版の

３年間を通して英語を発信する力が身につけられるような構成

は、中学校生活を通して系統立てて学びやすい。 

光村図書の帯教材「Ｌｅｔ’ｓ Ｔａｌｋ」は、即興的に学ぶ

ことができ、間違いを恐れずに実践的に学べる工夫がされている。 

啓林館では、「Ｓｐｅａｋ」で、自分の気持ちを考えることが
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自己表現活動に結びつき、生徒が自分の意思を持って表現するこ

とにもつながる。 

以上です。 

佐藤教育長 以上で説明が終わりました。御意見、御質問等ありましたらお

願いします。 

飯田委員 英語に関しては６者出されているということですが、小学校の

流れ、そういうものも考えたりして、小中のつながりとかも考え

ますと、三省堂が、先生方も使いやすいのではないかと思ってお

ります。 

また、啓林館などは、海外で活躍している大谷選手などを取り

上げて、子どもたちも関心を持って学習ができるのかなとは思っ

ていますが、小学校からの流れを考えると、私は、三省堂かなと

いう考えです。 

以上です。 

佐藤教育長 一貫の視点ということでしたが、いかがですか、他には。 

牛田委員 英語学習の基本的な柱は、やはり４つの活動だと思うのですね。

書くこと、読むこと、そして聞くこと、話すこと。この辺の４つ

の視点で教科書を拝見させてもらったのですが、どの教科書会社

も、その辺の学習の課程の組み立て方がとても工夫があって、よ

くできているのではないか、そんな感想を持ったのですね。 

その中で、三省堂、光村図書、啓林館、この３者について感想

を述べたいのですけれども、三省堂については、各学年指標のレ

ッスンごとの基本文のまとめというのがあって、これが、基本文

ということで、応用が効いて、とても参考になるのではないかと

いうこと。 

あと、光村図書は、最初の登場人物の紹介が、他者に比べると、

子どもたちの興味をそそるような紹介になっているのではない

か、そんな印象を持ちました。 

啓林館は、判型が少し大きいのが気になったのだけれども、奇

数ページに必ず「Ｌｉｓｔｅｎ」「Ｓｐｅａｋ」「Ｗｒｉｔｅ」

の記載があって、子どもたちが学習しやすいのではないか、学習

のまとめとしても使いやすいのではないか、そんな感想を持ちま

した。 

佐藤教育長 やはり場面設定が明確であることはすごく大事なのかなと。そ

れから、見開き１ページに４機能が完結して掲載されているとい

うのは、やはり大事かなと。三省堂が、それに一番近いのではな

いかという印象は持ちましたけれども。 

内田委員 私は見方が他の委員と違うのかもしれませんけれども、私の印
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象では、東京書籍が、例えば１年生は会話型の記述になっていて、

２年生のところでテクノロジーとか職歴、世界遺産など、幅広い

プレゼンテーションテーマが扱われているのですね。それから、

３年生ではポップカルチャーあるいは報告書の書き方などを扱っ

ていて、英語を通してこれからの社会に必要なことを学ぶことが

できる、英語を学びながら、さらに、これからの社会で必要なこ

とも学んでいけるといった意味では、東京書籍がいいのかなと思

ったりしています。 

佐藤教育長 小泉委員、まだ御意見が。 

小泉委員 各者とも小学校の復習が載っていました。非常に簡潔に復習を

しているところ、それから盛りだくさんに復習がされているとこ

ろ、色々ありましたけれども、三省堂は、復習の量としては意外

とあるかと思ったのですが、内容がシンプルで分かりやすいかな

と思いました。また、小学校で習った語句をまとめて書いてあっ

たので、英語の苦手なお子さんは、復習しながら、めくってみな

がら、参考になるのかなと感じました。 

それから、単元の流れが分かりやすくて、プロジェクトで話し

合って、英語で作文したり表現したりする場が設けられているこ

とに良さを感じました。あとは、クイズ大会、紙芝居、ロボット

選手権など、面白いネタを取り扱っていたので、子どもたちに興

味を引くのかなという思いがしました。 

佐藤教育長 今のは全体的に三省堂のということですか。 

小泉委員 はい。 

佐藤教育長 他はいかがですか。よろしいですか。 

それでは、投票に行きましょう。お願いします。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 では、開票の結果をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「三省堂」、飯田委員「三省堂」、小泉委

員「三省堂」、内田委員「東京書籍」、佐藤教育長「三省堂」。 

英語につきましては、三省堂４票、東京書籍１票、以上です。 

佐藤教育長 三省堂４票、東京書籍１票ですので、英語につきましては、三

省堂に決定しました。 

それでは、最後の種目、道徳です。お願いします。 

 教育指導課長 道徳の発行者は７者になります。 

採択検討委員会の報告書では、次のような意見がありました。 

東京書籍では、心情円が掲載されていたり、自分の考えを段階

的に深める構成をとっていたりと、全体に共通して自分事として
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深く考えられるような工夫がされている。 

教育出版の各教材の末尾にある「学びの道しるべ」では、考え

る視点を投げかけるような表現になっており、生徒が段階的に学

びを深めていける構成になっている。 

光村図書では、漫画を取り入れるなど、生徒が読みたくなるよ

うな工夫がされている。 

日本文教出版の教材文の中で登場するＺＡＲＤ「負けないで」

や学研の井上康生さんなど、地域に関連した題材は、生徒にとっ

て身近なことへとつなげやすくなる効果が見込まれる。 

あかつき図書の「マイプラス」では、教材文に対して多様な視

点を持って自分に問うことで、考えを深められるように工夫がさ

れている。 

日本教科書では偉人の言葉が紹介されており、それについて自

分がどう思うか、生徒自身が自分事に置き換えて考える活動が設

定されている。 

以上です。 

佐藤教育長 説明が終わりました。御意見、御質問等あればお伺いしたいと

思います。いかがでしょうか。 

牛田委員 道徳ですが、私も現場にいたころは、道徳にはとても興味があ

って力を入れてきた記憶があるのですが、道徳の中で大切なのは、

自分を見つめる、自己との対話、この辺のところが核になるので

はないかと思うのですね。そういったところから、道徳的な価値

について、そして、今もそういった言葉があるかどうか分かりま

せんが、補充し、進化し、統合させていく、これが道徳の授業の

中のキーになるような活動ではないかと思います。そういう点で

各者の教科書を拝見させてもらったところ、とてもその構成がよ

くできているな、そんな感想を持った訳です。 

そういった中で、私があえてここで紹介させてもらうのは２者、

教育出版と光村図書について感想を述べたいと思います。 

教育出版は、資料の最初の簡潔な呼びかけと資料最後の学びの

道しるべが、とてもよくまとまっているなという、取り組みやす

いのではないか、そんな印象を持ったのですね。あと、各学年に

何か所かあるのですが、「ひろば」というページ、これが、先ほ

ど私か触れましたけれども、学びを深めていく、広めていく、そ

ういった意味ではとても有効的なページではないかという感想を

持ちました。 

また、光村図書ですが、これも全学年、巻頭にあるのですが、

「道徳の学習を始めよう」というガイダンスがとても充実してい
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て、道徳をより身近に感じることができて、学びやすいのではな

いか、そんな印象、感想を持ちました。 

飯田委員 道徳に関しまして、私はどの出版社も色々なスポーツ選手、そ

して歴史上の人物などを取り上げていていいなと思っておりま

す。例を挙げると、日本教科書では二宮尊徳、あかつき図書では

大谷翔平、羽生結弦、池江璃花子さんなど、子どもたちにも知ら

れているスポーツ選手が載っていたりしました。その中でも、先

ほど採択検討委員会の中でもお名前が出ていましたが、井上康生

さんが掲載されていまして、身近な大学出身で子どもたちの興味

を引くのかなという思いがあります。 

私は、やはり日本文教出版かなという思いがあります。 

以上です。 

佐藤教育長 やはり身近な方が載っているのはインパクトがあるかもしれま

せんね。 

他はいかがですか。 

小泉委員 先ほど牛田委員からもありましたけれども、教育出版のユニッ

トプラスひろばという「ひろば」のところで、様々な視点から話

し合ったり、詩を提示したり、ポスターとか写真とか、色々な視

点から次に進めているところがすごくいいなと思っています。あ

と、同じく教育出版ですけれども、最初のめあてが設問の形で書

かれているので、子どもたちが目標を持ちやすいのかなと思いま

した。 

それと、「学びの道しるべ」の振り返りで、やはり他者でも、

教材に対する感想とか、自分自身に振り返って考えるとか、２つ

ぐらい設問があるのですけれども、教育出版は３問あって、考え

る手だてになるのかなと思いました。 

あとは、全体としてつくりが落ちついた感じで、メリハリがあ

るなという印象を持ちました。何故なのかと思ったときに、文字

数が若干少ない、１９行になっていて、文字がはっきりして見や

すいのかなと思いました。 

内田委員 道徳の学習で、東京書籍の３年生かな、「持続可能なまちづく

り」のところはとてもいいなと思いました。 

それから、日本文教出版の裏表紙だと思いますけれども、学習

内容の一覧があって、学びの流れが見出しとともに記されている

のもいいなと。それから、別冊で「道徳ノート」があって学習用

記述が可能なのですね。これはいいなと思ったのですが、光村図

書は、表紙に「きみがいちばんひかるとき」というのがあって、

ページをめくるとちょっとしたストーリーが出てくるのですね。
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この言葉って、道徳の中で子どもたちが一番、ここをぜひ意識し

てほしいなという意味合いで、これはすごくいいなと思った次第

です。 

あと、全体構成の中で、ユニット学習というのが非常に明確に

記されているのが光村図書かなと思いました。 

佐藤教育長 私もこのユニット学習というのは、僕も道徳をやっていました

ので、いいなと思いました。それで、コラムとかチャレンジとか

が、パターンではなくて、学び方が非常に多様であるということ

は、飽きが来ないという意味で、特に若い先生などからすると、

バランスやメリハリがあっていいのかなという感じがしました。 

これも、どの教科書も非常に優秀なので、本当に甲乙つけ難い

というのが正直なところです。 

よろしいですか、一通り意見をいただきましたので。 

それでは、投票に行きましょう。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 では、最後ですね。開票結果をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「教育出版」、飯田委員「日本文教出版」、

小泉委員「教育出版」、内田委員「光村図書」、佐藤教育長「光

村図書」。 

道徳につきましては、教育出版２票、日本文教出版１票、光村

図書２票、以上です。 

佐藤教育長 最後に私が言ってしまったのがいけなかったですね。教育出版

２票、文教出版１票、光村図書２票ということですので、はじめ

に確認したとおり、再投票ということになります。ゴールが少し

先に行ってしまった感じですね。 

再投票を行う前に、御意見があればぜひお願いしたいと思いま

す。いかがでしょうか。 

先ほどもあったのですが、これで変わるというのは、もう皆さ

ん、２か月に渡って熟考いただいているところですけれども。こ

のまま変わらなかったらどうなるのかという心配もありますけれ

ども、それは熟議ですから、結論が出るまでしっかりやりたいと

思いますが、いかがですか。 

私は今、投票用紙を書いていて思ったのですけれども、それぞ

れ「新しい道徳」とかタイトルがあって、光村図書の「きみがい

ちばんひかるとき」というのは、他とちょっと系統が違うのかな

と思いました。 

よろしいですか。ここでもう一度投票ということになりますけ
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れども、よろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 では、もう一度投票しましょう。 

―投票・開票― 

佐藤教育長 よろしいですか。では、開票の結果をお願いします。 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

牛田教育長職務代理「光村図書」、飯田委員「日本文教出版」、

小泉委員「教育出版」、内田委員「光村図書」、佐藤教育長「光

村図書」。 

道徳につきましては、光村図書３票、教育出版１票、日本文教

出版１票、以上です。 

佐藤教育長 開票の結果、中学校道徳につきましては、３票ですので、再投

票の結果、光村図書に決定いたしました。 

お疲れ様でした。各種目別に御審議いただきまして、これで全

て終了しました。 

１６種目全ての採択が終了いたしましたが、一覧表を作ってい

ただいて、それを配付した上で議案として採決したいと思います。

事務局で議案としての資料を作成する時間がございますので、暫

時休憩ということでよろしいですか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 では、暫時休憩ということで、よろしくお願いします。 

―休憩― 

佐藤教育長 それでは、再開いたします。 

傍聴者の方々には資料が配付されていますね。 

それでは、議案第１１号、ただいま御審議いただいたものを一

覧表にいたしましたので、説明をお願いします。 

 教育指導課長 それでは、御審議いただいた結果を議案第１１号として報告い

たします。 

令和７年度に使用する中学校の教科用図書について、種目、発

行者の順で報告します。 

国語「光村図書」、国語・書写「光村図書」、社会・地理的分

野「帝国書院」、社会・歴史的分野「帝国書院」、社会・公民的

分野「東京書籍」、地図「帝国書院」、数学「東京書籍」、理科

「啓林館」、音楽・一般「教育芸術社」、音楽・器楽合奏「教育

芸術社」、美術「開隆堂」、保健体育「大修館」、技術「東京書

籍」、家庭「東京書籍」、英語「三省堂」、道徳「光村図書」、

以上です。 

佐藤教育長 説明が終わりました。 
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それでは、採決に移ります。 

議案第１１号「令和７年度に使用する中学校の教科用図書の採

択について」、原案のとおり決することで御異議ございませんか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 よって、議案第１１号は、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第１２号について、提案理由の説明をお願いしま

す。 

 教育指導課長 令和７年度に使用する小学校教科用図書の採択について、お願

いいたします。 

小学校教科用図書につきまして、無償措置法第１４条により、

令和６年度から令和９年度まで４年間は継続して同一の教科書を

採択しなければならないこととされています。 

昨年度から本年度に関しまして、発行者などの問題もなく教科

書が配布されており、来年度が２年目でございます。よって、令

和７年度の小学校教科書は、今年度と同様に次のように報告いた

します。 

国語「光村図書」、書写「光村図書」、社会「教育出版」、地

図「帝国書院」、算数「啓林館」、理科「大日本図書」、生活「東

京書籍」、音楽「教育出版」、図画工作「開隆堂」、家庭「東京

書籍」、保健「光文書院」、英語「三省堂」、道徳「学研」、以

上です。 

佐藤教育長 これについては継続ということですが、ただいまの提案につい

て審議に入りたいと思いますが、御意見、御質問等ありましたら

お願いします。よろしいですか。 

―特になし― 

佐藤教育長 それでは採決に移ります。 

議案第１２号「令和７年度に使用する小学校の教科用図書の採

択について」は、原案のとおり可決することでよろしいでしょう

か。 

―異議なし― 

佐藤教育長 異議なしということで、議案第１２号は可決されました。 

続いて、議案第１３号の提案理由の説明をお願いします。 

 教育指導課長 令和７年度附則第９条本についてですが、他の教科用図書と大

きく性格が異なるものでございます。 

ここで説明させていただく教科書は、主に特別支援学校及び特

別支援学級で学習をしている児童生徒が使用するものでありま

す。児童生徒によっては、知的発達の遅れや障害の状況によって、

在籍する学年の教科書は、その児童生徒の日ごろの学習活動に沿
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わない場合があります。こうした状況の児童生徒に対して、特別

に編集されたものや一般図書を提供して、その児童生徒の状況に

合わせた教科用図書の使用を認めるものです。 

手続き的には、小中学校の特別支援学級の担任が、保護者と話

し合い、必要があれば、児童生徒の実態とともに必要な図書を選

定し、教育委員会に書類で報告します。これを受けて、選定した

図書が本当にその児童生徒の教科用図書としてふさわしいかどう

か、教育委員会の指導主事が確認し、資料を作成いたします。 

この資料をもって教育委員会会議で承認された場合、児童生徒

が来年度使用できる教科用図書に認定され、来年４月に提供され

ることになります。 

以上です。 

佐藤教育長 提案が終わりました。御意見、御質問等ございますでしょうか。

よろしいですか。 

―特になし― 

佐藤教育長 それでは、採決に移ります。 

議案第１３号「令和７年度に使用する学校教育法附則第９条に

よる教科用図書の採択について」は、原案のとおり決することで

御異議ございませんか。 

―異議なし― 

佐藤教育長 よって、議案第１３号は、原案のとおり可決されました。 

その他、事務局からありますか。 

―特になし― 

佐藤教育長 特にないですか。 

皆さんの方からありますか。大丈夫ですか。 

―特になし― 

佐藤教育長 長時間に渡りありがとうございました。 

それでは、以上で臨時の教育委員会会議を終了いたします。 

ありがとうございました。 

 


